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県民の健康と生活を守り、自然と調和した豊かで
持続可能な地域づくりに貢献

研究活動
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特集３ 環境科学国際センター（Center for Environmental Science in Saitama: CESS）の試験研究

１　研究活動の三本柱
　埼玉県の試験研究機関として「持続可能な地域づくり」を目標に、以下の「三本の柱」を重視して研究を進めています。

（１）地域と協働した地球環境問題への取組
　循環経済（サーキュラーエコノミー：CE＊）と脱炭素社会（カーボンニュートラル：CN＊）への移行、気候変動への適応、生物多様性＊の保
全に貢献する取組を地域と連携・協働して実施しています。

（２）地域環境の保全・創生
　大気・水・土壌や生態系などの環境を監視しつつ、環境の保全・創生に役立つ技
術開発を進めています。

（３）環境面からの災害・事故への備え
　災害廃棄物の発生、事故での有害化学物質の放出やアスベスト（石綿＊）の飛散
などに平時から備え、緊急時に迅速に対応しています。

　これらの研究活動を「持続可能な地域づくり」に活かすために、「二つのセンター」
と「三つのコア」を設けて、地域との協働を進めています。

◆気候変動適応センター：気候変動による被害を最小化するため、適応策の推進に
貢献します。

◆生物多様性センター　：生物多様性保全のため、情報収集・発信やステークホル
ダー間のネットワークづくりを進めます。

◦危機対応コア	 ：災害や事故に備え、緊急時に迅速に対応します。
◦社会実装化コア	 ：開発した技術や獲得したノウハウの社会実装を進めます。
◦国際連携コア	 ：国際交流・共同研究に取り組みます。

　CESSでは、地域における環境問題から地球環境問題まで、多様な課題の解決に向けて、試験研究、
環境学習、情報発信、国際貢献に取り組んでいます。

サーキュラーエコノミー（CE）
ハイライト表示
生産活動や消費活動などのあらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図る経済活動。

カーボンニュートラル（CN）
ハイライト表示
人為的な発生源による温室効果ガスの排出量と森林等の吸収源による除去量を均衡させる（実質的な排出量をゼロにする）こと。

生物多様性
ハイライト表示
地球上の生物及びその生息・生育環境の多様さを表す概念。生物多様性条約では、「すべての生物（陸上生態系、海洋その他の水界生態系、これらが複合した生態系その他生息又は生育の場のいかんを問わない。）の間の変異性をいうものとし、種内の多様性（遺伝的多様性）、種間の多様性及び生態系の多様性を含む」と定義している。

石綿
ハイライト表示
天然に存在する繊維状鉱物で、アスベストとも呼ばれる。安価で丈夫なため、昭和30年（1955年）頃から多くの建築物等に使用されていたが、石綿の粉じんを吸い込むと肺がんや中皮腫を発症するおそれがあり、平成18年（2006年）9月以降原則として使用が禁止されている。
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資源採掘や製品の製造・廃棄
に伴う温室効果ガス削減

資源循環の
ニーズ拡大

持続的な
資源の供給確保

資源の循環利用による
自然資本の持続性確保

炭素の吸収源・適応の強化
（森林管理等）

気候変動に伴う
生態系への影響の抑制

循環経済への移行
（CE）＊

脱炭素社会への移行
（CN）＊

自然再興の取組
（NP）＊

環境科学国際センターの試験研究特集３

２　「持続可能な地域づくり」に向けた研究の展開
　循環経済（サーキュラーエコノミー：CE）と脱炭素社会（カーボンニュートラル：CN）への移行や自然再興の取組（ネイチャーポジティブ：
NP）を目指す「持続可能な地域づくり」は大きな課題です。
　CESSでは、以下のような研究に取り組んでいます。

（研究例）
◦独自開発した暑さ指数計による気候変動適応策 →事例①
◦地中熱システムの開発と社会実装　　　　　　 →事例②

（研究例）
◦外来害虫の実態調査と予測　　　→事例③
◦水田が有する生物多様性の機能

（研究例）
◦企業・市町村のプラ回収・再利用への支援
◦ラベル台紙の循環利用に向けた実態把握

サーキュラーエコノミー（CE）
ハイライト表示
生産活動や消費活動などのあらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図る経済活動。

カーボンニュートラル（CN）
ハイライト表示
人為的な発生源による温室効果ガスの排出量と森林等の吸収源による除去量を均衡させる（実質的な排出量をゼロにする）こと。

ネイチャーポジティブ（NP）
ハイライト表示
生物多様性の損失を止め、自然を回復軌道に乗せること。
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熱中症予防のため、暑さ指数情報
をリアルタイムで発信しています。

脱炭素社会を目指して、地中熱の
利活用を進めています。

外来生物対策として県民と協働し
た実態調査を実施しています。

環境科学国際センターの試験研究特集３

３　最近の代表的な研究事例

４　おわりに
　CESSでは地域と協働した「持続可能な地域づくり」を通じ、「日本一暮らしやすい埼玉」を目指して研究を進めます。

【事例①】
暑さ指数計の開発・実用化

【事例②】
地中熱システムの開発と社会実装

【事例③】
外来害虫（クビアカツヤカミキリ）

の実態調査と予測

暑さ指数計 10分おきに
更新

地中熱ポテンシャル

フラス
（糞と木くずが
混ざったもの）

暑さ指数の
リアルタイム発信

熱伝導率の低コスト
測定（特許取得） 将来予測暑さ指数の

時間変化
いちご栽培での
システム実証

被害地域
の拡大

平成30年度まで 令和４年度まで




